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行政のお知らせ

　10月8日の足袋の日にちなんだ産地イベント
として「行田足袋博覧会(GYODA TABI EXPO)」
を開催します。
　10月3日の牧禎舎でのイベ
ントをはじめ、行田足袋に関
する企画が盛りだくさんです。
各企画の開催日時・場所など
詳しくは、市ホームページな
どをご確認ください。

▶開催期間　10月3日㈯～ 12日㈪
▶企画内容　
　・展示会＆交流会『足袋博-Creators Market-』
　・トークイベント 『GYODA TABI MEETING』
　・100年フード 「ゼリーフライ」 を作ろう！
　・足袋着用体験 『足袋博deたびはく』
　・足袋工場オープンファクトリー（工場見学）
　・足袋蔵上映会
　・足袋蔵のまち/日本遺産デジタルスタンプラリー
　・日本遺産ソムリエと行く、日本遺産まち歩きin行田
　・カインズ行田店でのPR展示
▶主　　催　行田足袋組合、行田市
▶後　　援　�行田市教育委員会、一般社団法人行

田おもてなし観光局
▶問い合わせ　�行田足袋組合事務局
　　　　　　(商工観光課内)
　　　　　　☎580―3012

足袋の日イベントを開催します

17

日　時 セミナー名 内　容 持ち物 定　員

10月6日㈫
午前10時～正午 未来のためのお金のハナシ 身の回りのお金に関する基礎知識、セカンドライフの支出

と収入、ワークライフバランスについて学ぶ。
家計簿、年金定期便、電卓、
筆記用具、メモ用紙

会場30人
オンライン100人

10月13日㈫
午前10時～正午

働く上で知っておきたい労
働法の知識

雇用契約、労働時間、休日や残業、給与明細の見方など再
就職に向けて知っておきたい労働法の基本を、実例を交え
て分かりやすく解説する。

― オンライン130人

10月19日㈪
午前10時～正午

在宅ワークのメリット・デメ
リット～ライフスタイルに合
わせた働き方～

在宅ワークの基本とテレワーク・リモートワークの違い、メリッ
ト・デメリットと自分に合う働き方の見極め方、在宅ワークに必
要な環境・スキルと具体的な仕事例などを分かりやすく解説する。

― オンライン130人

10月26日㈪
午前10時～正午

未経験でも大丈夫、「私」の経験
が活かせる業界・職種みぃーつ
けた～サービス業・ホスピタリ
ティ職～

AIやロボットが持っていない「あなた」のスキルが生かさ
れる業界・職種（具体的な仕事内容）について解説する。 ― 会場30人

オンライン100人

▶場　　所　�オンラインまたはWith Youさいたまセミ
ナー室(さいたま市中央区新都心2―2）

▶対　　象　就職を希望する女性
▶受 講 料　無料
▶そ の 他　託児サービスあり(会場参加のみ)
▶申し込み　�ホームページからお申し込みください(事

前に埼玉県女性キャリアセンターの利用者

埼玉県女性キャリアセンター 就職支援セミナー

　行田市農業委員会では、農地利用最適化推進委員の欠員に伴
い、次の地区を担当する委員を募集します。

▶主な業務内容
　・�農地利用最適化業務(担い手への農地利用の集積・集約化、

遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進)のための現
場活動

　・農地中間管理機構との連携
　・農地パトロール(農地利用状況調査)
　・農業振興業務(農業者年金、全国農業新聞の普及) 
▶担当地区　�行田、本丸、天満、城南、中央、宮本、栄町、旭町、向町、

緑町、大字忍、忍1・2丁目、矢場1・2丁目、城西1・
2・3丁目、佐間1・2・3丁目、大字佐間、谷郷1・
2・3丁目、大字谷郷地区

▶募集人数　1人
▶任　　期　�令和8年10月26日(委嘱予定日) ～令和11年7

月19日
▶身　　分　行田市の非常勤特別職
▶報　　酬　月額35,000円
　　　　　　※�農業委員会の活動による農地集積の実績に応じ

て、国の交付金の範囲内において市長が定める
基準により算定した額を別に支給します。

▶募集期間　�8月28日㈮～ 9月24日㈭※土・日曜日、祝日を
除く

▶応募資格　�農地などの利用の最適化の推進に熱意と識見を有
し、担当する区域において、担い手農家への農地集
積・集約化、遊休農地の発生防止・解消などの調整
を行うことができる方

▶欠格事項
　・破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者
　・�拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、また

はその執行を受けることがなくなるまでの者
▶委嘱方法　�選考委員会による選考を踏まえて、農業委員会が

総会の決定を得て、委嘱します。
▶そ の 他　�農業委員と兼職はできません。
▶問い合わせ　農業委員会事務局☎580―3014

農地利用最適化推進委員を募集します

ハロウィンジャンボ宝くじ(1枚300円)
○1等…2億円×12本
○前後賞…各1億円×24本
※発売総額360億円・12ユニットの場合

ハロウィンジャンボミニ(1枚300円)
○1等…2,000万円×50本
○前後賞…各1,000万円×100本
※発売総額150億円・5ユニットの場合

　この宝くじの収益金は、地域住民の福祉向上のために使われ
ます。
お求めは埼玉県内の宝くじ売り場で
▶発売期間　9月16日㈬～ 10月16日㈮
▶抽 選 日　10月26日㈪
▶問い合わせ　(公財)埼玉県市町村振興協会☎048―822―5004

ハロウィンジャンボ宝くじが発売されます

クーちゃん

　埼玉県では、動物の愛護及び管理に関する法律お
よび埼玉県動物の愛護及び管理に関する条例に基
づき、動物の愛護や正しい飼い方に関する知識情
報などの普及啓発を行うボランティアとして彩の
国動物愛護推進員を募集します。

▶募集期間　9月1日㈫～ 11月30日㈪
▶活動内容
　・�動物の愛護と適正な飼養･管理の重要性につ

いて、地域住民の理解を深めるための啓発活動
　・�地域住民の求めに応じた、繁殖制限措置に関

する助言や譲渡仲介の支援など
　・�動物の愛護と適正な飼養を推進するため県が

行う施策への協力
　・�その他、動物の愛護と適正な飼養の推進のた

め県が必要と認めること
▶そ の 他　�県ホームページの他、県内各保健所(政

令市・中核市を除く)、埼玉県動物指導
センターの窓口に設置する

　　　　　　　募集要領をご確認ください。
▶問い合わせ　�埼玉県保健医療部生活衛
　　　　　　生課総務・動物指導担当
　　　　　　☎048―580―3013

「彩の国動物愛護推進員」を
公募します

登録が必要です)。オンラインセミナーは、
前日までに受講案内をメールで送付します。

▶問い合わせ　�埼玉県女性キャリアセンター
　　　　　　☎048―601―5810

埼玉県女性キャリア
センターホームページ

　「十万石」とは、江戸時代に忍城を居城とした大名家(忍藩)の所領規
模を藩領全体で生産可能な米穀の量に換算（1石＝約150キログラム）
した表記のことです。所領が十万石に達した頃の忍藩の領地は、武蔵国
(忍領・秩父領・鉢形領・八条領)の他、現在の兵庫県と大阪府にまたが
る摂

せ っ つ の く に

津国にも分布していました。そこに暮らした人々は、たとえ遠く離
れた地域同士であっても、忍藩の統治下という意味において、同じ制度
や保障、あるいは生活規制を受け続けた運命共同体であったといえます。
　今回の企画展では、時代によってさまざまな地域に分布した忍藩領の
村々の統治実態や、そこに暮らした人々の営みについて、各地に伝来した
資料を基に紐解きます。時代とともに移りゆく忍藩領の世界をぜひ会場
でお楽しみください。

第39回企画展「忍藩十万石」

▶期　　間　�10月10日㈯～ 11月23日㈪
　　　　　　※�10月12日、11月23日を除く月曜日と

10月13日㈫、11月4日㈬は休館
▶開館時間　午前9時～午後4時30分（入館は午後4時まで）
▶場　　所　郷土博物館企画展示室
▶入 館 料　【大人】200円、【大学・高校生】100円、
　　　　　　【小・中学生】50円※団体割引あり

公開講演会「近世忍領の成立と展開」
▶日　　時　11月22日㈰午後2時～ 3時30分
▶場　　所　郷土博物館講座室
▶講　　師　中野達哉さん(駒澤大学文学部歴史学科教授)
▶定　　員　80人(先着順)
▶申し込み　�9月9日㈬午前9時から電話
　　　　　　または行田市電子申請・届出
　　　　　　サービスにより郷土博物館

史跡探訪　藩領を歩こう
▶日　　時　11月15日㈰午後1時30分～ 3時30分
▶見 学 先　�【市指定文化財】長光寺阿弥陀如来堂厨子

(須加)、見沼代用水取水口・井沢祠・辯天
祠(下中条)、治子神社(下中条)、酒巻河岸
跡(酒巻)などを予定

▶定　　員　20人(要申し込み)
▶申し込み　電話で郷土博物館
▶そ の 他　・�当日午後1時20分に長光寺阿弥陀如来

堂前に集合
　　　　　　・�お車でお越しの方は長光寺駐車場(須加

4621)をご利用ください。

学芸員による展示解説会
▶日　　時　�10 月 10 日 ㈯・17 日 ㈯・31 日 ㈯、11 月

21日㈯・23日㈪午後2時～ 3時※いずれ
も同内容

▶会　　場　郷土博物館企画展示室
▶そ の 他　申し込み不要

▶問い合わせ　郷土博物館☎554―5911

現在の行田・熊谷・羽生・鴻巣各市に広がっていた忍城周辺の忍
藩領(城付領)の範囲と境界を描いた忍御領分絵図(郷土博物館蔵)

市ホームページ

埼玉県
ホームページ

電子申請・
届出サービス


